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地域“魅力”アップ部門
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平成24年度

まちづくり活動助成団体紹介

“はじめの一歩”部門地域“魅力”アップ部門

平成23年度に助成を受け制作した映画「名古屋空襲を語
る～今を生きる人へ～」は、歴史研究家以外にも多くの名古屋
空襲体験者に取材し、市井に眠る資料、写真、映像等の素材
も使用し、90分のドキュメンタリー映画として制作しました。今
回のまちづくり活動助成では、この映画を書籍化（ノベライズ）
し、映像では表現できなかった貴重な体験等を、読みやすく
編集します。若い世代にも平和で安心、安全に生きることの意
義を訴える必要があると考え、市内公共施設、公共団体に配
付します。

大須商店街連盟
会長
今井富雄さん

いまい　とみお／1956年、名古屋市中区大
須生まれ。瑞陵高校、南山大学を卒業。京都の
老舗呉服問屋で修行のあと、家業の呉服店を
継ぎ三代目店主となる。2011年、大須商店街
連盟会長に就任。

大須のシンボルイベントとして
定着した「大道町人祭」

夏祭りの一環として人気急上昇の
「コスプレサミット」

出店ブース等活動の様子

完成したドキュメンタリー映画 上映会の様子

まちづくり基金によるまちづくり活動助成を受けた団体を紹介します。
平成24年度の「地域“魅力”アップ部門」では７団体、

「“はじめの一歩”部門」では７団体、
「まち“夢”工事部門」では４団体に助成金の交付を決定しました。

今回は、そのうち「地域“魅力”アップ部門」の３団体、
「“はじめの一歩”部門」の１団体についてご紹介します。

名古屋活動写真

お問合せ先 e-mail  zero-0@athena.ocn.ne.jp
URL  http://movie.geocities.jp/nagoyakaifu400/

森　零

あいちトリエンナーレ2010終了直後、継続的なアートまちづ
くりを推進するためにまちの有志で結成された任意団体です。
今回のまちづくり活動助成では、季節ごとに実施する①シャッ
ター・壁画ペイント②まちかどアート③アートマップ④年に１
度実施するゑびす祭りでの山車(作品)の運行、アートイベン
ト、⑤年間通じて実施する広報、情報発信、以上の５本柱で
実行していきます。また、これらのプロセスにおいて長者町で
活動する他団体とまちを結ぶプラットホームの役割をも果たし
ていきます。

長者町ゑびす祭りでの山車曳きの様子

長者町アートアニュアル実行委員会

お問合せ先 e-mail  moeko@effector.co.jp古谷　萌子

伝馬橋史跡説明板の設置

お問合せ先 e-mail  r.usui@u.email.ne.jp臼井　鐐造 お問合せ先 e-mail  ton2001@gatein.ne.jp東崎　孝一

清須越400年事業ネットワークは、名古屋都市センターのま
ちづくり活動団体交流会をきっかけにＮＰＯ法人揚輝荘の
会、東区まちそだての会、那古野一丁目町づくり研究会、美濃
路まちづくり推進協議会の４団体が「清須越」について調査・
研究、情報発信等の活動を行っています。今回のまちづくり活
動助成では、名古屋の原点である「清須越」の歴史情報を、広
く市民の方々の目に留まる形で公開してゆくことが必要と考
え、伝馬橋史跡説明板設置を提案しました。

清須越400年事業ネットワーク 中川ブランド野菜製品開発研究会

当研究会は2010年4月、COP10の年に誕生。結球白菜の元祖といわれ
る、中川区発祥の野崎白菜を軸に地産地消の活動を推進しています。 今
回のまちづくり活動助成では、地元発祥の「野崎白菜」を冠イメージとした
第２回野崎白菜「はくちゃん祭り」～食べ歩きスタンプラリ～を主催。 中川
区内を中心に、中川区産野菜を、中川区飲食店約60店舗が料理し、農工
商関連産業社（者）が協力。地産地消のお祭りを主催いたします。また、料
理グランプリや、中川商業高校との共同企画、オリジナル商品の開発、その
他自主イベントも実施。積極的に地元のイベント等にも参加し、中川区産
農産品及び開発製品をPRしながら、街の活性化に貢献していきます。

名古屋一の繁華街から
時代に取り残されたシャッター街に
　大須商店街は現在約1200店舗が営業し
ており、432人が大須商店街連盟に加盟し
ています。イベントに積極的に取り組み、去
年の夏祭りは土日の二日間で35万人、秋の
大道町人祭は38万人が集まり、大にぎわい
でした。しかし今でこそ人の集まる元気な商
店街ですが、かつては閑散としたシャッター
街でした。
　大須は江戸時代から門前町として栄えた
まちです。芝居や寄席も行われ、戦前は映
画館が20館ほどあり、名古屋一の繁華街と
してにぎわいました。しかし戦災に加え、戦
後の大規模な都市計画で名古屋駅前や栄
が発展していくのに対し、大須は人の流れ
の途絶えた陸の孤島になりました。またテレ
ビの普及は、映画のまち大須の衰退に拍車
をかけました。名駅前や栄が近代的な商業
エリアとして発展していくのに対し、大須は
時代に取り残され、すっかりさびれてしまい
ました。

「アクション大須」が再生への転機
　再生への転機は、昭和50年に立ち上げた
「アクション大須」という取り組みです。第
一次オイルショックも重なるどん底の危機
感の中で、熱い商店主たちが、地域に入って
いた大学の先生や学生さんたちの協力を得
て、イベントで人を集め回遊させようと考え
たのです。
　大須はもともと門前町なので年配の参拝
客が多かったのですが、地域に活気と華や
ぎをもたらすには若い人にも来てもらうこと
が必要です。それから一カ所ではなく、いろ
んな通りを使ってライブをやったり駕篭かき
をやったり、あちこちで楽しいことをやって
オール大須の取り組みにしようと考えまし
た。それが発展して昭和53年、今に続く「大
須大道町人祭」になりました。

　この時期、もうひとつ起爆剤になったの
が昭和52年、第１アメ横ビルが映画館跡地
にできたことです。若い人たちが集まる「大
須電脳街」の大きな要因になりました。同時
に地下鉄鶴舞線が開通し、豊田方面からの
集客につながりました。この流れのなかで
「大須カジュアル（オスカジ）」と呼ばれる
低価格の衣料品や雑貨などを扱う若いテナ
ントさんも増え、カジュアルで無国籍でレト
ロで、しかも活力のある「ごった煮の街・大
須」が形成されたのです。

歴史や文化をもっと発信したい
　おかげさまで、大須は元気な商店街だと
言ってもらえるようになりました。しかしリー
マンショック以降、売り上げは厳しくなって
います。いま1200店舗が営業しています
が、入れ替わりの回転が速いのです。人が
集まるから売れるというわけではありませ
ん。本音を言えば、お金を使っていただける
年配のお客さんに、もっと来てほしい。それ
には50～70代の方に楽しんでもらえるよう
な企画や、大須本来の門前町としての歴史
や文化を今以上に発信していくことが大切
です。
　大須は時代の流れとともに若者のまちに
なりました。同じように高齢化の進む時代に
合わせ、そういう人たちがもっと楽しめるま
ちになっていくことも必要だと感じていま
す。

か　ご


